
 

 

平成２４年３月１４日（水）  わかくさ・プラザ 多目的ホールにて 

 放射線と原子力災害について、わかりやすくご講演していただいたとき

に使用した画像とその内容を簡単にわかりやすく説明を加えたものです 

 

 

 

 

放射線とは何か、法律では「電磁波又は粒子線のうち、直接又は間接

に空気を電離する能力をもつもの」と定められています。 

 

 

 



 

 
広い意味での放射線は、可視光線や赤外線など物質を通過するとき

に電離（原子や分子をイオン化）させる能力のないものも入りますが、一

般的には物質を通過するときに電離させる能力のあるＸ線などをいいま

す。 

 

 

 
放射能とは、丌安定な原子核が崩壊して放射線を放出する性質のあ

るもので、放射線を出す能力のことをいいます 

 

 



 
放射線とは、放射性物質から出てくる電磁波又は粒子線で、物質を通

過するときに物質の分子や原子をイオン化させるエネルギーの流れのこ

とをいいます。 

放射線と放射能を焚き火に例えると、燃える「薪」が「放射性物質」 薪

が「一秒間に燃える量」が「放射能」  薪が燃えるときの「炎」が「放射線」

となります。 

 
主な放射線の透過力（物質を通過する能力）は、次のとおりです。 

アルファ（α）線は、紙１枚で透過することができません。 

ベータ（β）線は、アルミ等の薄い金属板で透過することができません。 

ガンマ（γ）や線エックス（Ｘ）線は、鉛や厚い鉄板、コンクリート壁以外の

ものを透過することができます。 



 

 
よく使われる放射線の単位としては、 

放射性物質が放射線を出すことができる能力を表すベクトルと 

放射線が人体に及ぼす効果を表すシーベルトがあります。 

 

 
放射線が人体に及ぼす影響としては、 

放射線が直接ＤＮＡを損傷させる「直接作用」 と 

放射線が人間の体内にある水分に作用し活性酸素を発生させ、その

活性酸素がＤＮＡを損傷させる間接作用があります。 

 



 
放射線を受けることによる表れる障害には、 

急性影響：事故などにより、大量の放射線を短時間に受けたときにお

きる、吐き気、皮膚紅班、脱毛、死亡などや 

晩発影響：放射線を受けて、数年から数１０年しておきる、がん、白血

病、白内障などがあります。 

 

 
放射線が人体に及ぼす影響には、 

確定的影響：ある一定以上の放射線量を浴びると現れる皮膚紅班や

脱毛、胎児への影響が出始めます 

確率的影響：放射線を浴びると、その量によりがんなどを発症する確

率が高くなっていきます。 



 

 
放射線による影響を受けやすいもの（感受性の高いもの）から、 

影響を受けにくいもの（感受性の低いもの）を図にしたものです。 

 

 

 
細胞の放射線に対する感受性は，その細胞の再生能力に比例し，分

化程度に反比例するという法則（ベルゴニー・トリボンドーの法則）があり

ます。 

つまり、細胞が多く分裂し、また長い期間分裂し、まだ身体が発達して

いない、乳幼児や胎児ほど大人に比べて放射線による影響を受けます。 
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 一定以上の放射線量を浴びると、身体に影響が出てくる脱毛や皮膚紅

班などの確定的影響は、ある一定量以内の放射線量であれば何も影響

はありません。 

 

 

 
 脱毛や皮膚紅班などの確定的影響が出始める最少の放射線量（しきい

線量）を、その症状ごとに図に表しています。 

 例えば、脱毛は３千 mSv以上、死亡は７千 mSv以上となります。 



 
 確率的影響は、放射線を浴びたことにより一定の割合でがんなどが発

生する確率が増加することをいいます。 

 

 

 
 放射線を浴びときと生活習慣によって、がんなどを発症する割合がど

れくらい増えるかを図にしたものです。 

 １００～２００mSvの放射線を浴びたときのリスクは１．０８ですが、これは

野菜嫌いな人のリスクと同じです。 

 ２００～５００mSvですと１．１６ですが、これは運動丌足の人のリスクと同

じです。 

 



 
外部被ばくとは、身体から離れたところにある放射性物質から放射線

を浴びることで 

内部被ばくとは、体内に入った放射性物質から放射線を受けることを

いいます。 

 

 
 大地や岩石、宇宙から降り注ぐ宇宙線といったものから、地球上のどこ

でも人間は放射線を浴びています。 

 外部被ばくで人体に一番影響のある放射線は、透過力の強いガンマ

（γ）線です。 

 一定量以上の放射線を受けると健康被害が現れてきます。 

 



 

 
 日常生活のなかでも食べ物や空気からある程度の放射性物質（核種）

を摂取しています。 

 放射性物質（核種）によっては、集まりやすい臓器などがあります。 

 

 

 
 一般的に浴びる放射線量を表しています。 

 通常の年間自然放射線量は 2.4mSv、胃透視Ｘ線検査では 4.0mSv と

なっています。 

 

 



 

 
岐阜医療科学大学内で測定した放射線測定値です。 

通常の自然放射線量の数値と変化はみられません。 

 

 

 
 自然に受けている自然放射線量は、どこから受けるかを図にしたもので

す。 

 

 

 

 



 
 外部被ばくを防ぐには、放射性物質からの距離・放射性物質が到達す

るまでの時間・放射線をいかに遮へいするかの 3 つの原則が重要となり

ます。 

 

 

 
 原子力災害が発生したときに、放射性物質がどのくらいの時間でどこま

で飛散するのかを、そのときの風速により図にしています。 

 また、晴れや曇りでは約 40°の角度で広がっていきます。 

 雤のときには、雤粒とともに降下していきます。 

 

 



 
 福井県の敦賀市にある高速増殖炉「もんじゅ」から関市街地までの距離

は８８．４ｋｍです。 

 ここから放射性物質が飛散した場合、冬の時期に関市方面に飛散しま

すが、白山連峰があるため、飛散する量は少なくなると思われます。 

 

 

 
 放射線災害が発生したとき非難に必要なものは、地震と同じようなもの

になりますが、外部被ばくを防ぐによいものは雤合羽が適しています。 

 このときに最も重要なことは、パニックに巻き込まれず 沈着冷静にな

ることです。 

 



 

 
 放射線災害が発生したときには、関市では無理に逃げなくても家の中

にいても大丈夫です。 

 ただし、図のようなことに注意してください。 

 

 
 放射線を一定以上浴びると身体に影響が出てきますが、一定量以下

の場合には、人間の体に有益であるとの説もあり、まだよくわかっていま

せん。 

 今の様々な規制は、量が少なくても多少の影響があるとの仮説により

行われています。 

 



 
 原子力事故が発生したときには、目に見えない放射線に恐怖を抱きま

すが、現代では情報がリアルタイムで流れてきます。 

 そして、放射線に対する正しい知識を持つことが大変重要です。 

 様々なデマなどにより被害が拡大したり、精神的に大きなダメージを埋

めることになります。 

 

 
 放射線は、医療などの現場では人間の命を助けるために活用されてい

ますし、地球上のどこでも放射線を浴びています。 

 放射線と上手に付き合うことが必要です。 

 放射線に対して、正しい知識を持って、「恐れず、しかし 侮らない」こと

がとても重要です。 
掲載内容の無許可転載・転用を禁止します。 


